








マイナンバーカードを活用した地域活性化の実証実験について 

１．概要 

 国の「マイキープラットフォーム構想」（マイナンバーカードの IC チップを活用して様々な用途に同
カードを利用できる構想）に基づき構築される「自治体ポイント管理システム」を利用し、区内の商店街

で、マイナンバーカードをポイントカードとして買い物に利用できるようにする実証実験を実施する。

実証実験の目的 ① 商店街（地域経済）の活性化 

② マイナンバーカードの普及促進 

③ クレジットカード等のポイントの地域での活用 

④ 区主催のイベントへの区民参加促進 

実証実験期間 平成 29年 10 月～平成 30年 3 月 

ポイント利用可能場所 「池袋本町地域」及び「巣鴨地域」の商店街（調整中） 

実証実験運営主体 総務省、協賛企業（クレカ会社等）、上記エリアの商店会（調整中）、 

大正大学（調整中）、及び豊島区 

実証実験参加者 マイナンバーカードを保有する区民（モニターを公募） 

２．実証実験のスキーム 

 （１）ポイントの入手方法 

（２）ポイントの利用方法 

  （３）ポイント利用分の清算 
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３．今後のスケジュール （予定） 

日程 内容 

7 月～8月 実験協力商店会への説明 

「マイナンバーカード活用による商店街活性化実証実験に関する覚書」の締結 

8 月 21 日 広報としま（8 月 21 日号）で、モニターを公募 

9 月下旬 モニター応募者への説明会① （公募時にマイナンバーカード所持している方向け） 

10 月 実証実験の開始 

10 月下旬 モニター応募者への説明会② （公募時にマイナンバーカードを申請する方向け） 

平成 30 年 3 月 実証実験の終了 

4 月以降 実証実験協力の商店会やモニターへのアンケート調査 

実証実験結果の検証、国への報告等 

※ポイント付与対象イベント（区民ひろばでのイベントを想定）は、随時ホームページ、モニターへ

の個別メール等で周知予定 

４．予算案 （今定例会で補正予算提案中） 

マイナンバーカード活用実証実験事業経費 7,000 千円 

経費区分 内訳 金額 

消耗品 カードリーダー（※） 180 千円 

イベント用消耗品等 204 千円 

委託料 ポスター等デザイン・印刷 1,916 千円 

機器設置及び操作補助業務委託 500 千円 

使用料 タブレット端末機のレンタル（※） 3,600 千円 

負担金 イベント参加ポイント 600 千円 

   ※カードリーダー及びタブレット端末を 60 店舗に設置した場合の金額。 

      区のイベント用の端末は、別途、国から支給される予定。 

５．実証実験終了後、継続実施の可否判断にあたり、想定される課題

 （１） 継続実施の場合、ポイント券発行場所における端末・発券機等の維持管理、経費負担等 

 （２） 他の商店会から参加希望があった場合における、区及び商店会の事務処理体制、経費負担等 

 （３） 区主催イベント参加者に対するイベントポイント付与の継続の可否 



マイナンバーカードを活用した図書館システムの構築について 

１．概要 

 国がクラウド型の共同利用システムとして整備する「マイキープラットフォーム」を活用し、マイナン

バーカードを図書館利用カードとして利用する実証実験（図書館共同利用システム）に参加する。

（実証実験の運用イメージについては、裏面参照）

【内容】

① マイナンバーカードを図書館利用カードとして貸出処理に利用

② マイナンバーカードの公的個人認証機能を活用し、図書館利用カードの年次更新を自動化

③ 実証実験参加自治体間での協定に基づき、横断検索や相互貸借管理 

④ 全国ふるさとデジタル図書館（＊）での郷土資料等の閲覧

＊自治体や図書館が保有する歴史資料や電子図書、地域の広報誌・情報誌などを本実験参加者に公

開する。利用者は、自宅のパソコンなどで登録されたコンテンツを閲覧可能

【期間】

  平成 29 年 9 月～平成 30年 3月（予定） 

【場所】

  豊島区立中央図書館

【参加者】

  マイナンバーカードによる図書館貸出サービスを希望する利用者 

２．スケジュール  

日程 内容 

4 月～6月 ・区と総務省のシステム構築委託業者との図書館共同利用システム検討会を開催

し、システム仕様・運用について詳細検討（６回開催）。 

・実証実験稼働前のシステム事前テストのシナリオ作成 

7 月 ・実証実験開始前の事前テスト参加 

＊設定内容やシステムの正常動作及びネットワーク確認等を予定 

・運用マニュアルの作成 

8 月 ・全国ふるさとデジタル図書館へのデータ登録・閲覧テスト 

・相互貸借管理テスト 

・広報としま（8月 21 日号）及びホームページで、周知 

9 月 ・実証実験の開始（全国での運用開始） 

10 月～1月 ・実証実験の統計等の取得及び事例研究 

2 月 ・利用者アンケートの実施 

3 月 ・総務省への報告書の作成、提出 

  ＊随時、マイナンバー利活用検討会に報告 

行財政改革調査特別委員会
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マイナンバーカードを活用した地域活性化の実証実験について

１．概要 

 国の「マイキープラットフォーム構想」（マイナンバーカードに付属する IC チップを、様々な用途に活用する構想）

に基づき構築される「自治体ポイント管理システム」を利用し、「マイナンバーカードをポイントカードとし、区内の

商店街で買い物をする」という実証実験を実施する。 

実証実験の目的 ① 商店街（地域経済）の活性化、 ②マイナンバーカードの普及促進 

② クレジットカード等のポイントの地域での活用 

③ 区主催のイベントへの区民参加促進 

実証実験期間 平成 29年 11 月～平成 30年 3 月 

（国のシステム公開の遅延により、開始期間を 10月から 11月に変更） 

ポイント券の発券場所 

（計４店） 

①池袋本町地域の２店舗（商店会事務局ほか、協力店） 

②巣鴨地域の２店舗（座・ガモール1号店、2号店） ※12月以降、3号店も調整中 

ポイント利用可能場所 

（計９０店） 

①池袋本町地域の７３店舗 

 ⇒４商店会（池袋本町中央通り商店会、池袋本町通り商店会、ふれあいロード北

池、池袋協和会）のうち協力店 

②巣鴨地域の１７店舗 

 ⇒大正大の座・ガモールほか、３商店会の（巣鴨駅前商店街振興組合、巣鴨地

蔵通り商店街振興組合、庚申塚商栄会）うち協力店 

実証実験運営主体 総務省、協賛企業（クレカ会社等）、商店会、大正大学、及び豊島区 

実証実験参加者 マイナンバーカードを保有する区民（モニターを公募） 

２．実証実験のスキーム 

 （１）ポイントの入手方法 

（２）ポイントの利用方法 
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 （３）ポイント利用分の清算 

①池袋本町エリア    ②巣鴨エリア 

３．今後のスケジュール （予定） 

日程 内容 

11 月 実証実験の開始 

11 月下旬 モニター応募者への説明会 

平成 30 年 2 月末 ポイントの最終発行日 

平成 30 年 3 月 16 日 ポイント券の最終発行日 

平成 30 年 3 月 31 日 ポイント券の最終利用日 

4 月以降 実証実験協力の商店会やモニターへのアンケート調査 

実証実験結果の検証、国への報告等 

   ※地域区民ひろば（池袋本町、上池袋、清和第一・第二、西巣鴨第一・第二）で実施するポイント付与対象イ

ベントは、毎月末に翌月分の対象イベントについて、ホームページやモニターへの個別メールで周知する。 



マイナンバーカードを活用した図書館共同利用システムについて 

１．概要 

  国がクラウド型の共同利用システムとして整備する「マイキープラットフォーム」を活用し、マイナ

ンバーカードを図書館利用カードとしても利用可能とする実証実験（図書館共同利用システム）を実施

内 容

① マイナンバーカードを図書館利用カードとして貸出処理に利用

② マイナンバーカードの公的個人認証機能を活用し、図書館利用カードの年次更新

を自動化

③ 実証実験参加自治体間での協定に基づき、横断検索や相互貸借管理

④ 全国ふるさとデジタル図書館での郷土資料等の閲覧

期 間 平成２９年９月２５日（月）～平成３０年３月３１日（土）

場 所 豊島区立中央図書館

参加者 マイナンバーカード及び豊島区立図書館利用カードを保有する利用者（希望者）

２．実証実験のイメージ 

 （1）準備作業 

（２）実証実験運用イメージ 

利

用

者

マイナンバーカード取得 
マイキーIDの登録（自宅） サービス ID の登録（図書館）

されたマイキーIDにサービス ID

図

書

館

図書館共同利用システム

の機能を選択、使用機器

台数を総務省に申請 

システム使用端末の設定作業

マイキープラットフォーム

IC カード R/W利 用 者

マイキーID管理テーブ

豊島区図書館システム 

図 書 館

マイキープラットフォームには図書貸出

履歴等の個人情報は記録・保存されない 

端末識別情報での認証と SSL 方式によ

る暗号化によりｾｷｭﾘﾃｨを確保 

夜間バッチで図書館利用カードの 

年度更新が自動化 

申請した端末のＩＤとパス

ワードを総務省から受領
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３．現状及び他自治体の状況 

（１）現状  

実証実験登録者数 

平成２９年１０月３１日現在で２３人の登録者（区内１０人、区外１３人） 

 ＊そのうち、図書館でマイキーＩＤを登録した者は１８人 

（２）豊島区立中央図書館での実証実験対応機器 

   (a) カウンター  ・・・・・・・ ８台   

   (b) 自動貸出機  ・・・・・・・ ５台 

   (c) マイキーＩＤ登録用ＰＣ・・・ ２台 

   マイキーＩＤ登録席 マイキーＩＤ登録用ＰＣ   自動貸出機    ＩＣカードＲ／Ｗ 

（３）他自治体の状況 

平成２９年１０月３１日現在で８図書館 

     青森県立図書館、富山県富山市立図書館、長野県塩尻市立図書館、岡山県美咲町立図書館、 

     愛媛県立図書館、宮崎県都城市立図書館、鹿児島県立図書館 

    なお、現在、準備中の大分県臼杵図書館の他、複数の自治体が実証実験参加を検討中 

４．スケジュール  

日程    内容 

９月２５日～ 

・実証実験の開始 

・月次 統計等の取得（マイキープラットフォーム・アクセス数含む） 

・月次 利用者アンケートの集計、課内ＰＴでの事例研究 

１１月１０日 ・行財政改革特別委員会報告 

１１月中旬 ・相互貸借本番環境でのテスト等 

１２月１４日 ・豊島区図書館経営協議会への報告 

３月 ・総務省への報告書の作成、提出 

５．今後の課題  

（１）実証実験参加者の増加  

  広報紙、ホームページでの情報提供、マイナンバーカード交付時での利用案内の配布等 

 （２）実証実験場所の拡大 

   中央図書館での実証実験の検証を経てから、区内地域館（６館）での対応を予定 

 （３）既存システムとの調整 

   中央図書館で導入している席管理システムでも、マイナンバーカード対応を委託事業者と調整中 
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